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日
米
交
流
百
五
十
年
の
歴
史
は

ま
さ
に
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
文
明

の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
に
日

本
が
い
か
に
対
応
し
て
き
た
か
、
ま

た
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
を
い

か
に
保
守
す
る
か
の
格
闘
の
歴
史

で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
太
平
洋
戦
争
後
は
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
イ
シ
ョ
ン
の
主
役
は
ア
メ
リ
カ

に
移
り
、
さ
ら
に
冷
戦
終
結
後
と
く

に
「
九
・
一
一
」
以
降
は
そ
の
傾
向

が
さ
ら
に
顕
著
に
な
り
、
ま
さ
に

「
ア
メ
リ
カ
ン
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
イ

シ
ョ
ン
」
と
い
っ
て
い
い
状
況
に
あ

る
。 

  

い
ま
、
日
本
は
、
こ
の
迫
り
来
る
大

波
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
、
「
第
三

の
開
国
」
期
と
も
い
わ
れ
る
今
日
、

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
お
よ
び
昨
年

の
七
月
全
体
例
会
の
講
演
（
ニ
ュ
ー

ス
第
二
十
八
号
に
要
旨
掲
載
）
が
好

評
だ
っ
た
松
本
健
一
氏
の
日
米
の

碩
学
を
迎
え
て
、
こ
の
問
題
を
共
に

考
え
た
い
。 

  

参
加
者
の
み
な
さ
ん
と
の
意
見
交

換
の
時
間
も
た
っ
ぷ
り
と
る
予
定

で
あ
り
、
多
勢
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
る
。 

＊
日
時･

十
月
二
十
五
日
（
土
） 

 
 

十
三
時
～
十
六
時
三
十
分 

＊
場
所･

日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
十 

       

階
ホ
ー
ル
（
会
場
は
変
更
さ
れ 

 
    

る
可
能
性
あ
り
。
そ
の
場
合
は 

       

追
っ
て
案
内
し
ま
す
） 

＊
会
費･

二
千
円 

第３２号 

発行 
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編集 
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日
米
交
流
百
五
十
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
！ 

   

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
と
松
本
健
一
氏
を
招
い
て 

  

高
峰
譲
吉
は
タ
カ
ジ
ャ
ス
タ
ー

ゼ
や
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
開
発
者

と
し
て
つ
と
に
有
名
だ
が
、
事
業

家
と
し
て
、
外
交
家
と
し
て
、
ま

た
社
会
活
動
家
と
し
て
、
実
に
八

面
六
臂
の
大
活
躍
を
し
た
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
な
国
際
人
で

あ
っ
た
こ
と
は
意
外
に
知
ら
れ

て
い
な
い
。 

  

ま
た
、
金
子
堅
太
郎
は
、
明
治
憲

法
の
制
定
に
か
か
わ
り
伊
藤
博

文
を
助
け
、
農
商

務
、
司
法
大
臣
な
ど

を
歴
任
し
た
政
治

家
と
し
て
有
名
だ

が
、
日
露
戦
争
時
、

伊
藤
の
特
使
と
し

て
ロ
シ
ア
を
相
手

に
熾
烈
な
情
報
戦

争
で
獅
子
奮
迅
の

活
躍
を
し
た
人
物

で
あ
る
こ
と
も
意

外
に
知
ら
れ
て
い

な
い
。 

  

二
人
が
活
躍
し
た

の
は
、
ち
ょ
う
ど
百

年
前
、
舞
台
は
ま
さ

に
世
界
都
市
に
な

り
つ
つ
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
あ
っ
た
。 

  

高
峰
は
、
化
学
者
と
し
て
若
く

し
て
燐
鉱
石
に
目
を
付
け
渋
沢

栄
一
や
益
田
孝
の
後
援
を
得
て

人
造
肥
料
会
社
を
興
し
た
が
、
さ

ら
に
は
新
工
夫
の
発
酵
技
術
を

生
か
す
べ
く
一
八
九
〇
年
に
米

国
に
移
住
す
る
。
そ
し
て
い
く
た

の
挫
折
を
経
な
が
ら
も
、
一
八
九

六
年
に
Ｎ
Ｙ
に
進
出
し
て
自
ら

の
研
究
所
を
設
立
し
、
タ
カ
ジ
ャ

ス
タ
ー
ゼ
や
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
と

い
う
二
大
新
薬
の
開
発
に
成
功

す
る
の
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
峰

は
一
躍
世
界
的
に
脚
光
を
浴
び
、

巨
万
の
富
を
築
く
こ
と
に
な
る
。 

  

金
子
堅
太
郎
は
、
明
治
四
年 

岩

倉
使
節
団
に
随
行
し
て
米
国
に

留
学
し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
で
法
律
学

を
収
め
て
帰
国
す
る
や
憲
法
調

査
の
仕
事
に
つ
く
が
、
日
露
戦
争

の
開
戦
に
際
し
て

は
伊
藤
博
文
の
特

使
と
し
て
米
国
に

わ
た
り
、
セ
オ
ド

ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

大
統
領
と
の
人
脈

を
生
か
し
、
ロ
シ
ア

の
巧
妙
な
宣
伝
戦

略
に
対
し
日
本
の

立
場
を
懸
命
に
説

き
、
米
国
の
対
日
世

論
を
好
転
さ
せ
る

こ
と
に
多
大
の
貢

献
を
し
た
。
そ
し
て

そ
れ
を
蔭
で
支
え

た
の
が
、
当
時
す
で

に
揺
る
ぎ
な
い
名

声
と
人
脈
を
築
い
て
い
た
高
峰

だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

  

そ
し
て
高
峰
は
一
九
〇
五
年
、

Ｎ
Ｙ
日
本
倶
楽
部
の
創
立
者
と

な
り
、
金
子
は
一
九
一
七
年
日
米

協
会
の
初
代
会
長
に
な
っ
た
。
い

ず
れ
も
「
無
冠
の
大
使
」
と
い
わ

れ
、
日
米
交
流
百
五
十
年
史
の
中

で
も
、
光
輝
く
、
忘
れ
て
な
ら
な

い
存
在
な
の
で
あ
る
。 

 

 

ニューヨークの「堂々たる日本人」 

高峰譲吉と金子堅太郎       

 

泉 三郎 

松本健一氏 

ドナルド・キーン氏 

全
体
例
会
は
十
一
月
八
日
に
開
催 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
問
題
を
考
え
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

ビ
デ
オ
を
見
る
会 

  

当
初
、
十
月
二
十
五
日
を
全
体
例

会
日
と
考
え
て
い
た
が
、
そ
れ
を
独

立
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
す
る
こ

と
に
な
り
、
全
体
例
会
は
十
一
月
八

日
に
国
際
文
化
会
館
で
開
催
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ご
承
知
の
よ
う

に
、
当
会
で
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
問
題
が
俎

上
に
の
っ
て
き
て
お
り
、
会
員
相
互

で
率
直
な
意
見
交
換
を
し
た
い
。

（
三
頁
お
よ
び
四
、
五
頁
参
照
） 

  
ま
た
か
ね
て
よ
り
進
め
て
い
た

ス
ラ
イ
ド
「
岩
倉
使
節
の
米
欧
回

覧
」
の
ビ
デ
オ
化
（
一
巻
三
十

分
、
三
巻
九
十
分
）
が
完
成
し
た

の
で
、
そ
れ
を
三
巻
ま
と
め
て
鑑

賞
す
る
機
会
を
つ
く
り
、
今
後
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
も
共
に
考
え

た
い
。
「
原
画
」
と
な
る
ス
ラ
イ

ド
よ
り
画
面
が
数
段
充
実
し
鮮
明

に
な
っ
た
。
ま
る
で
別
物
の
よ
う

な
出
来
上
が
り
の
ビ
デ
オ
を
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。
（
七
頁
に
関
連

記
事
） 

ビデオ版 

「岩倉使節の米欧回覧」 
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第
二
十
九
回
全
体
例
会
は
、
七

月
十
二
日
（
土
）
一
時
か
ら
一
橋

の
学
術
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。

ま
ず
泉
代
表
か
ら
、
設
立
八
年
目

を
迎
え
た
当
会
の
拡
大
し
て
い
る

事
業
や
運
営
の
現
状
紹
介
、
さ
ら

に
当
会
が
十
周
年
に
向
け
て
さ
ら

に
事
業
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
前
向
き
に
議
論

す
る
「
岐
路
」
に
あ
る
と
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。 

 

次
い
で
、
半
澤
健
市
氏
の
司
会

で
、
「
近
代
日
本
の
三
つ
の
岐

路
」
と
題
し
た
神
奈
川
大
学
教

授
・
一
橋
大
学
名
誉
教
授
の
中
村

政
則
先
生
の
講
演
の
部
に
移
っ

た
。
中
村
先
生
は
明
治
維
新
か
ら

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
そ
し
て
戦

後
日
本
に
至
る
百
五
十
年
を
九
十

分
で
総
括
。
そ
こ
か
ら
ブ
ン
ブ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
そ
し
て
ニ
次
会

と
ホ
ッ
ト
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
続
き
、
中
締
め
は
七
時
半
を
過

ぎ
て
い
た
。
一
時
の
ス
タ
ー
ト
か

ら
な
ん
と
六
時
間
半
の
長
時
間
と

な
っ
た
が
、
中
村
先
生
を
含
む
猛

者
の
有
志
は
、
そ
れ
で
も
足
り
ず

如
水
会
館
に
場
所
を
替
え
て
論
議

を
続
け
た
。 

 

七
月
全
体
例
会
に
お
け
る
中
村

政
則
神
奈
川
大
学
教
授
の
講
演
「
近

代
日
本
、
三
つ
の
岐
路
‐
明
治
維

新
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
戦
後
日

本
」
の
要
旨
は
次
の
通
り
。 

 

■
歴
史
に
は
岐
路
が
あ
る 

 

そ
れ
は
歴
史
の
行
方
が
決
ま
る

「
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
」
と
も

い
う
べ
き
事
象
、
時
期
、
を
い
う
。

日
本
近
代
を
回
顧
し
て
私
は
明
治

維
新
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
戦
後

日
本
が
そ
の
岐
路
だ
っ
た
と
考
え

て

い

る
。 

 

■
明
治
維
新 

 

 

第
一
は
明
治
維
新
だ
が
、
そ
の
本

質
は
何
か
に
つ
い
て
色
々
な
見
方

が
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
派
歴
史
学
で
は

講
座
派
が
天
皇
制
絶
対
主
義
の
成

立
と
と
ら
え
労
農
派
は
後
進
国
型

の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
と
考
え
た
。
近

代
史
家
で
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
で

も
あ
っ
た
Ｅ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
ら
の

近
代
化
論
者
は
明
治
維
新
を
近
代

化
の
成
功
と
と
ら
え
ア
ジ
ア
の
モ

デ
ル
と
考
え
た
。
近
代
経
済
学
の
数

量
経
済
史
家
は
統
計
的
手
法
を
駆

使
し
て
維
新
期
の
江
戸
時
代
と
の

連

続

性

を

強

調

し

て

い

る
。 

 

講
座
派
の
方
法
を
基
礎
に
し
て

い
た
私
は
、
海
外
の
学
会
動
向
に
触

れ
る
に
つ
れ
、
座
標
軸
を
変
え
る
必

要
を
感
じ
た
。
そ
し
て
市
民
革
命
と

産
業
革
命
の
達
成
状
況
を
指
標
と

し
て
世
界
諸
国
の
近
代
化
を
比
較

し
た
。
論
文
「
明
治
維
新
の
世
界
史

的
位
置
－
イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
日

本
の
比
較
史
」
で
は
、
十
九
世
紀
半

ば
の
世
界
を
、
革
命
を
双
方
と
も
達

成
し
た
先
進
国
、
市
民
革
命
は
挫
折

し
た
が
産
業
革
命
を
達
成
し
た
中

進
国
（
日
本
は
こ
こ
に
入
る
）
、
双

方
と
も
達
成
で
き
ず
植
民
地
に

な
っ
た
後
進
国
、
の
三
つ
に
分
類
し

た
。
第
二
グ
ル
ー
プ
の
中
進
国
は
一

面
で
先
進
国
に
従
属
し
他
面
で
帝

国
主
義
国
と
し
て
後
進
国
を
支
配

し

た
。 

 

日
本
に
と
っ
て
日
清
、
日
露
両
戦

争
の
ど
ち
ら
が
重
要
で
あ
っ
た
か
。 

通
説
は
日
露
だ
が
私
は
日
清
戦
争

説
を
と
る
。
講
座
派
の
山
田
盛
太
郎

は
「
日
清
戦
争
で
勝
利
し
て
伊
藤
博

文
は
初
め
て
明
治
維
新
は
成
功
で

あ
っ
た
と
自
信
を
も
っ
た
の
で
は

な
い
で
す
か
」
と
い
っ
て
い
た
。 

ま
さ
し
く
明
治
維
新
の
課
題
（
民
族

独
立
と
国
家
統
一
）
は
、
日
清
戦
争

に
勝
っ
て
決
着
が
つ
い
た
の
だ
と

思

う
。 

 

作
家
司
馬
遼
太
郎
は
『
坂
の
上
の

雲
』
で
日
露
戦
争
勝
利
後
、
日
本
は

坂
を
転
げ
落
ち
た
と
い
っ
て
い
る

が
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
こ
こ

で
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
評
価
が

重

要

と

な

る
。 

 

■
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー 

 

 

岐
路
の
第
二
で
あ
る
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
は
普
通
選
挙
法
と
政
党

制
の
実
現
に
よ
り
戦
後
民
主
主
義

を
準
備
し
た
一
方
、
僅
か
十
数
年
の

「
薄
命
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
に
終

わ

っ

た
。 

 

そ
れ
に
は
国
内
的
、
国
際
的
の
要

因

が

あ

る
。 

 

国
内
的
に
は
天
皇
制
の
存
在
が

大

き

く

影

響

し

た
。 

 

政
治
学
者
吉
野
作
造
の
民
本
主

義
は
天
皇
制
の
枠
内
で
の
民
主
主

義
で
あ
っ
た
。
民
主
主
義
の
定
義

を
、The G

overnm
ent of the 

people

（
主
権
の
所
在
）
、by the 

people

（
参
加
）
、for the people

（
目
的
）
と
す
れ
ば
、
吉
野
の
民
本

主
義
は
主
権
の
所
在
を
欠
い
た
い

わ
ば
ア
ル
コ
ー
ル
抜
き
の
酒
の
よ

う

な

も

の

だ

っ

た
。 

 

関
東
大
震
災
・
虎
の
門
事
件
（
摂

政
狙
撃
事
件
）
を
境
に
大
衆
運
動
は

社
会
主
義
者
に
対
し
て
も
批
判
的

と
な
り
、
結
局
は
治
安
維
持
法
と
普

通
選
挙
法
が
抱
き
合
わ
せ
で
成
立

し

た
。 

 

初
代
か
ら
終
戦
時
ま
で
四
十
二

人
の
総
理
大
臣
中
、
政
党
党
首
で
衆

議
院
選
挙
に
立
候
補
し
当
選
し
た

者
は
原
敬
、
浜
口
雄
幸
、
犬
養
毅
の

三
人
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
性
格
を
象
徴
す
る
。 

国
際
的
に
は
、
経
済
人
類
学
者
カ
ー

ル
・
ポ
ラ
ニ
ー
が
『
大
転
換
』
で
書

い
た
よ
う
に
十
九
世
紀
シ
ス
テ
ム

の
終
焉
が
要
因
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム

の
特
徴
は
、
金
本
位
制
、
国
際
政
治

の
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
、
自

己
調
整
的
市
場
経
済
、
自
由
主
義
国

家
、
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
第
一
次
大

戦
、
ロ
シ
ア
革
命
、
世
界
恐
慌
な
ど

を
原
因
に
崩
壊
し
た
。
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
崩
壊
も
そ
う
い
う
世
界

史

的

過

程

の

一

環

で

あ

る
。 

 

講師の中村政則・神奈川大学教授 

ニ
〇
〇
三
年
七
月
十
二
日
（
土
） 

 

中
村
政
則
先
生
の
講
演 

 
「
近
代
日
本
の
三
つ
の
岐
路
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
巡
っ
て
熱
論 

第２９回 

全体例会 

中
村
教
授
講
演
要
約 
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 ■
戦
後
日
本 

 
第
三
の
岐
路
と
な
っ
た
の
は
戦

後
日
本
の
あ
り
よ
う
で
あ
る
。 

ま
ず
戦
後
日
本
を
ど
う
区
分
す
る

か
自
体
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。 

私
が
監
訳
し
た
『
歴
史
と
し
て
の
戦

後
日
本
』
で
編
著
者
の
米
歴
史
家
ア

ン

ド

ル

ー
・
ゴ

ー

ド

ン

は
、 

①
「
戦
争
直
後
と
し
て
の
戦
後
」 

 

（
一
九
四
五
～
一
九
五
二
） 

②
「
高
度
成
長
期
と
し
て
の
戦
後
」 

 

（
一
九
五
五
～
一
九
七
三
） 

③
「
戦
後
の
終
焉
」 

 
  (

一
九
七
三
～
一
九
九
〇) 

④
「
２
０
世
紀
シ
ス
テ
ム
の
終
焉 

 
 
→

？
」 

 
  (

一
九
九
〇
～
二
十
一
世
紀) 

と
い
う
区
分
を
し
て
い
る
。
こ
れ
も

一
つ
の
有
力
な
区
分
で
あ
る
。 

 

戦
後
の
岐
路
に
つ
い
て
私
は
一

つ

の

仮

説

を

提

示

し

た

い
。 

 

戦
前
の
「
く
に
の
か
た
ち
」
を
決

め
た
の
は
天
皇
制
だ
が
、
戦
後
の

「
く
に
の
か
た
ち
」
を
決
め
た
の
は

「
安
保
体
制
と
日
本
国
憲
法
体
制
」

で
あ
る
。
「
く
に
の
か
た
ち
」
は
、

政
治
体
制
の
シ
ス
テ
ム
と
「
も
の
の

考
え
方
（
精
神
構
造
）
」
を
指
す
。

戦
後
最
大
の
岐
路
は
全
面
講
和
か

単
独
講
和
か
の
講
和
論
争
で
あ
り
、

そ
の
帰
結
と
し
て
の
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ 

講
和
条
約
と
日
米
安
保
条

約

で

あ

っ

た
。 

 

別
の
表
現
を
す
れ
ば
三
つ
の
選

択

肢

が

あ

っ

た

と

い

え

る
。 

①
吉
田
茂
の
軽
武
装
・
経
済
中
心
路 

 

線 

②
社
会
党
系
の
全
面
講
和
・
非
武
装 

 

中
立
、
ア
ジ
ア
と
の
連
帯
路
線 

③
鳩
山
一
郎
・
岸
信
介
の
自
主
外 

 
交
、
憲

法

改

正

路

線 
で

あ

る
。 

 

①
が
現
実
的
か
つ
実
際
に
と
ら

れ
た
道
で
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
安

保
で
③
路
線
は
挫
折
し
た
か
ら
①

が
保
守
本
流
に
な
っ
た
。
②
は
一
九

五
〇
代
ま
で
は
「
平
和
と
民
主
主

義
」
勢
力
を
リ
ー
ド
し
た
が
一
九
八

〇
年
代
か
ら
退
潮
へ
向
か
っ
た
。 

 

一
方
で
①
の
路
線
の
払
っ
た
代

償
も
大
き
か
っ
た
。
軍
事
権
と
外
交

権
を
ア
メ
リ
カ
に
奪
わ
れ
て
対
米

従
属
の
構
造
が
決
ま
っ
た
。
対
米
輸

出
依
存
度
の
高
い
経
済
構
造
を
み

て
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
首
相
は

「
だ
か
ら
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
し

か
友
人
が
で
き
な
い
の
だ
」
と
い
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
結
局
、
軍
事
国
家

で
も
な
く
福
祉
国
家
で
も
な
い
企

業
国
家
が
出
現
し
た
。
米
歴
史
家

キ
ャ
ロ
ル
・
グ
ラ
ッ
ク
は
「
長
い
戦

後
」
が
終
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

で
は
「
戦
後
」
は
い
つ
終
わ
る
の
だ

ろ

う

か
。 

 

 

湾
岸
戦
争
と
イ
ラ
ク
戦
争
は
、「
”

終
わ
っ
た
戦
後
“
と
”
終
わ
ら
な
い

戦
後
“
の
二
重
構
造
が
現
代
日
本

を
規
定
し
て
い
る
」
（
中
村
）
と
い

う
現
実
を
日
本
人
に
認
識
さ
せ
た
。

そ
し
て
戦
後
を
ど
う
終
わ
ら
せ
る

か
、
と
い
う
難
題
を
突
き
つ
け
て
い

る
。 

 
■
「
戦
後
の
終
焉
」
に
関
す
る
私
の

イ
メ
ー
ジ
は 

①
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
は
、
従
属
構 

 

造
か
ら
の
脱
却
、
安
保
の
見
直
し

（
た
と
え
ば
安
保
条
約
を
廃
棄
し 

 

て
日
米
友
好
条
約
を
締
結
す 

 

る
）
、
国
連
で
の
日
本
の
「
敵
国 

 

条
項
」
の
撤
廃
、
常
任
理
事
国
入 

 

り
（
拒
否
権
は
な
く
て
も
よ
い
） 

②
ア
ジ
ア
に
対
し
て
は
、
「
過
去
の 

 

清
算
」
（
戦
争
責
任
）
、
歴
史
認 

 

識
問
題→

ア
ジ
ア
共
同
体
の
構 

 

築 

と

い

っ

た

も

の

で

あ

る
。 

 

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
松
本
重

治
は
「
負
け
取
っ
た
民
主
主
義
、
戦

争
で
負
け
た
た
め
に
実
現
し
た
民

主
主
義
、
こ
こ
に
日
本
現
代
史
の
悲

し

さ

が

あ

る
」
と

い

っ

た
。 

 

憲
法
改
正
の
是
非
と
い
う
戦
後

日
本
最
大
の
タ
ブ
ー
を
ど
う
解
き

放
し
解
決
す
る
か
、
そ
れ
が
こ
れ
か

ら
の
最
大
の
課
題
と
な
る
。 

 
 
 
 

（
文
）
半
澤
健
市 

会
員 

恒例のブンブンミーティング 

二次会でも熱心な議論を継続 

◆
泉
代
表
の
挨
拶
か
ら 

 

設
立
十
周
年
に
向
け
て
、 

 
 

会
の
充
実
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
問
題 

  

諸
活
動
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
に

つ
れ
、
事
務
局
の
充
実
や
財
政
の

強
化
の
問
題
が
浮
上
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
と
こ

ろ
幹
事
会
で
そ
の
こ
と
を
検
討

し
、
だ
い
た
い
次
の
よ
う
な
方
向

で
対
処
し
て
い
く
こ
と
で
決
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
こ
と
を

ご
報
告
し
て
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

第
一
は
、
会
の
経
常
収
支
の
問

題
で
あ
り
ま
し
て
、
簡
単
に
い
う

と
収
入
が
年
間
百
万
円
、
支
出
が

百
五
十
万
円
、
つ
ま
り
五
十
万
円

不
足
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
こ
れ
ま
で
は
賛
助
金
や
寄
付

金
で
賄
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
な

ん
と
か
経
常
収
支
で
賄
う
べ
き

が
本
来
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
会
費
を
値
上

げ
す
る
か
、
会
員
を
増
や
す
か
、

賛
助
法
人
会
員
な
ど
を
設
定
し

て
恒
常
的
に
収
入
が
図
れ
る
よ

う
に
す
る
な
ど
の
検
討
を
重
ね

ま
し
た
。
過
日
の
会
議
で
は
、
会

費
は
値
上
げ
せ
ず
、
賛
助
会
員
を

含
め
会
員
拡
大
を
図
ろ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

  

そ
れ
か
ら
、
事
務
局
の
充
実
、
財

務
の
充
実
、
新
事
業
の
展
開
な
ど

を
考
え
る
と
、
こ
の
際
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化

す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
あ
り
、

こ
れ
に
つ
い
て
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
申
し
上
げ
る

と
、
財
団
、
基
金
か
ら
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
す
れ
ば
援
助
し
や
す
い
と
い

う
声
も
あ
り
ま
す
。
調
べ
て
み
ま

す
と
、
本
会
は
既
に
活
動
内
容
、

実
績
か
ら
し
て
そ
の
資
格
も
能

力
も
十
分
備
え
て
お
り
、
自
然
体

で
そ
れ
に
移
行
で
き
る
と
の
感

触
を
得
て
お
り
ま
す
。 

  

こ
の
問
題
は
い
ず
れ
特
別
例
会

を
開
い
て
会
員
の
皆
さ
ん
に
も

ご
説
明
し
、
ご
理
解
を
得
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
が
、
今
日
は
幹

事
会
で
の
現
況
を
ご
報
告
し
て

お
き
ま
す
。 

  

二
〇
〇
五
年
に
は
設
立
十
周
年

を
迎
え
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
目
標

に
い
ろ
い
ろ
な
事
業
や
会
の
再

組
織
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
も
図
り
た

い
と
考
え
て
お
り
、
そ
ろ
そ
ろ
準

備
に
入
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す

の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
も
い
い
ア
イ

デ
ィ
ア
が
あ
っ
た
ら
是
非
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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  ｢

米
欧
回
覧
の
会
」
は
発
足
以
来
満

七
年
を
経
過
し
、
多
面
的
な
活
動
に

よ
り
数
々
の
実
績
を
積
み
上
げ
て

き
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
二
百
名
に

及
ぶ
多
彩
な
会
員
の
熱
意
と
努
力

に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
方
、
特

定
の
財
団
や
団
体
、
会
員
に
よ
る
特

別
寄
付
な
ど
、
会
費
収
入
以
外
の
財

政
的
支
援
が
こ
れ
を
支
え
て
き
た

事
実
も
ま
た
銘
記
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。 

  

会
の
現
在
の
年
間
収
支
状
況
を
見

る
と
、
会
費
収
入
が
一
人
五
千
円
、

二
百
名
で
約
百
万
円
、
こ
れ
に
対
し

て
会
の
運
営
経
費
が
お
よ
そ
百
五

十
万
円
で
、
経
常
的
に
約
五
十
万
円

が
不
足
す
る
状
態
で
あ
り
、
こ
れ
を

上
記
の
特
別
寄
付
に
よ
り
賄
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
会
の
活
性
化

と
と
も
に
急
速
に
増
加
し
て
い
る

事
務
経
費
、
こ
と
に
イ
ズ
ミ
オ
フ
ィ

ス
に
お
願
い
し
て
い
る
人
的
お
よ

び
経
費
的
負
担
は
も
は
や
限
界
に

達
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。 

  

本
会
は
、
今
後
そ
の
活
動
領
域
を

更
に
拡
大
発
展
さ
せ
る
可
能
性
、
潜

在
力
を
十
分
に
秘
め
て
お
り
、
会
の

一
層
の
活
性
化
も
期
待
さ
れ
る
。
ま

た
ニ
〇
〇
五
年
に
迎
え
る
設
立
十

周
年
の
記
念
行
事
の
こ
と
も
考
え

合
わ
せ
る
と
、
こ
の
際
、
会
の
体
制

の
充
実
、
と
り
わ
け
収
入
基
盤
の
充

実
、
安
定
化
を
図
る
必
要
が
生
じ
て

い
る
。
ま
た
、
諸
活
動
を
活
発
化
す

る
た
め
に
は
事
務
局
の
充
実
も
必

要
で
あ
り
、
イ
ズ
ミ
オ
フ
ィ
ス
が
八

王
子
と
い
う
地
理
的
な
条
件
も
あ

り
、
都
心
で
会
員
が
利
用
し
や
す
い

場
所
に
事
務
所
が
ほ
し
い
と
の
要

望
も
少
な
く
な
い
。 

  

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
ま
た

当
会
の
社
会
的
認
知
度
、
信
用
度
を

つ
け
る
た
め
に
も
会
の
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
」
（
略
称
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
以

下
同
じ
）
化
が
必
要
と
な
っ
て
き
て

い
る
。 

  

以
下
に
Ｑ
＆
Ａ
の
形
で
当
会
に
お

け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
に
つ
い
て
そ
の
概

要
・
問
題
点
を
整
理
し
て
み
る
。 

Ａ
上
述
の
現
状
に
加
え
、
来
年
度
の

事
業
に
つ
い
て
、
諸
団
体
、
財
団
か

ら
の
援
助
を
受
け
る
に
際
し
、
先
方

よ
り
本
会
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
が
望
ま
し

い
と
の
要
請
が
出
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
年
内
に
も
法
人
設
立
申
請
書
の

提
出
ま
で
準
備
が
進
め
ら
れ
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

Ａ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、 

 

①
契
約
の
主
体
に
な
れ
る 

 

 

②
受
託
事
業
や
補
助
金
を
受
け
や 

    

す
い 

 

 

③
公
的
施
設
を
利
用
し
や
す
い 

 

④
組
織
基
盤
が
整
備
さ
れ
る
こ
と 

    

に
よ
り
社
会
的
信
用
が
高
ま
る  

 

⑤
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
る 

な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

  

ま
た
義
務
と
し
て
は
、
法
人
の
運

営
や
活
動
に
つ
い
て
情
報
公
開
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
た
め 

 

 

①
事
務
量
の
増
加
（
決
算
報
告
ほ 

    

か
各
種
届
出
、
税
金
事
務
な
ど
） 

 

②
経
費
の
増
加
（
事
務
所
・
備
品
等 

     

経
費
、
専
従
者
経
費
な
ど
） 

 

③
組
織
・
経
営
問
題
の
検
討
（
組
織 

    
の
整
備
、
会
員
の
役
割
分
担
、
収 

    
支
の
確
保
な
ど
） 

な
ど
が
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

Ａ
基
本
的
に
は
何
も
変
わ
ら
な
い

と
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
当
会
は
そ
も

そ
も
設
立
以
来
サ
ロ
ン
的
色
彩
が

強
く
、
泉
氏
を
中
心
に
幹
事
各
位
の

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ー
精
神
に
よ
り
運

営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
運
営
原

則
に
変
わ
り
は
な
く
、
し
た
が
っ

て
、
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
は
同
心
円

の
中
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当

会
会
員
の
皆
様
に
も
、
法
人
の
社
員

（
正
会
員
な
ど
総
会
で
議
決
権
を

有
す
る
者
）
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、

法
人
活
動
に
つ
い
て
従
来
に
も
ま

し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。 

Ａ
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
、
映

像
の
会
、
各
種
ツ
ア
ー
、
勉
強
会
、

部
会
・
サ
ロ
ン
な
ど
こ
れ
ま
で
の
活

動
の
ほ
か
、
セ
ミ
ナ
ー
、
講
師
派
遣
、

ビ
デ
オ
映
像
製
作
、
各
種
出
版
・
広

報
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。 

Ａ
会
費
の
増
額
よ
り
、
可
能
な
限
り

会
員
の
増
加
を
図
る
こ
と
で
対
応

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

Ａ
十
一
月
上
旬
に
例
会
を
開
き
、
具

体
的
な
説
明
資
料
を
用
意
し
た
上

で
、
会
員
各
位
と
議
論
・
検
討
の
機

会
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
出
席
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

  

  

最
近
耳
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ

た｢

Ｎ
Ｐ
Ｏ｣

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
そ

の
現
状
を
整
理
し
て
お
く
。 

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は 

  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（nonprofit organiza-

tion

）
は
非
営
利
の
組
織
・
団
体
の

こ
と
で
あ
り
、
本
来
は
社
団
法
人
、

財
団
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
、
協
同

組
合
や
任
意
団
体
も
含
め
た
概
念

で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
九
八
年
三

月
に
成
立
し
た
特
定
非
営
利
活
動

促
進
法
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
と
略
称
で
呼

ば
れ
て
い
る
た
め
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
格
を
取
得

し
た
団
体
の
こ
と
を
指
す
こ
と
が

多
く
な
っ
た
。 

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
数 

  

内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

各
所
轄
庁
に
認
証
さ
れ
た
特
定
非

営
利
活
動
法
人
数
や
認
証
申
請
数

を
公
開
し
て
い
る
が
、
六
月
三
十
日

時
点
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
数
は
一
万
一

千
八
百
九
十
九
で
あ
る
。
ま
た
、「
日

本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
」
（
こ
の
セ
ン

タ
ー
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
る
）
の
検

索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
六
月
二
十

日
現
在
一
万
六
百
八
十
一
の
法
人

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何

ら
か
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
数
は
一
万
を
超
え
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。 

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動 

  

特
定
非
営
利
活
動
と
は
、
左
頁
図

表
に
あ
る
十
二
分
野
の
活
動
で
「
不

●
十
一
月
全
体
例
会
に
向
け
た
提
起 

 
 

「
米
欧
回
覧
の
会
」の 

 
 

 
 

 

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
」化
に
つ
い
て 

Ｑ
今
な
ぜ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
し
な
け
れ
ば
な 

  

ら
な
い
の
で
す
か 

Ｑ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
な
に 

 

か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
義
務
が
発 

 

生
し
、
会
の
運
営
に
ど
う
影
響
す 

 

る
の
で
す
か 

Ｑ
会
の
性
格
、
会
員
の
資
格
は
変
わ 

   

わ
る
の
で
す
か 

Ｑ
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
事
業 

   

内
容
と
し
て
は
ど
ん
な
こ
と
を
考 

 
 

え
て
い
ま
す
か 

Ｑ
法
人
化
し
て
経
費
が
増
加
す
る 

   

こ
と
に
な
れ
ば
、
会
費
は
増
額
す 

   

る
の
で
し
ょ
う
か 

Ｑ
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な 

   

り
ま
す
か 

ＮＰＯ化 

な
ぜ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
な
の
か 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は
何
か 

 

？ 

？ 
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特
定
か
つ
多
数
の
も
の
の
利
益
の

増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
」
を
い
う
。
最
近
「
情
報

化
社
会
の
発
展
」
な
ど
五
分
野
が
追

加
さ
れ
、
今
後
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活

動
分
野
は
十
七
に
拡
大
し
て
い
る
。

内
閣
府
の
資
料
で
は
定
款
に
記
載

し
て
い
る
分
野
が
一
個
の
み
の
法

人
は
二
千
五
百
九
十
五
（
全
体
の
二

十
二
％
）
で
八
割
弱
は
複
数
の
分
野

を
記
載
し
、
全
法
人
の
平
均
記
載
分

野
数
は
三
・
五
個
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
今
年
の
夏
は
仕
事
を
離
れ
て

一
ヶ
月
米
国
の
東
岸
、
ノ
ー
ス
カ

ロ
ラ
イ
ナ
州
グ
リ
ン
ス
ボ
ロ
に

滞
在
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
百
年

前
に
ラ
イ
ト
兄
弟
が
は
じ
め
て

動
力
飛
行
機
“
フ
ラ
イ
ヤ
ー
ズ
”

を
飛
ば
し
た
キ
テ
イ
ー
ホ
ー
ク

市
の
近
く
に
あ
る
緑
多
い
地
方

都
市
で
あ
る
。
娘
が
二
人
目
の
出

産
が
あ
る
と
い
う
の
で
手
伝
い

に
家
内
と
出
か
け
た
の
で
あ
る
。 

  

私
の
仕
事
は
四
歳
の
孫
の
面
倒

を
見
る
こ
と
で
、
モ
ン
テ
ッ
ソ
リ

と
い
う
私
立
の
幼
稚
園
の
送
り

迎
え
と
、
夕
方
家
の
近
く
の
小
さ

な
牧
場
に
い
る
三
頭
の
馬
に
孫

と
人
参
を
や
り
に
散
歩
す
る
こ

と
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。 

  

日
曜
の
朝
は
九
時
半
に
近
く
の

メ
ソ
デ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
に
出

か
け
た
。
孫
は
日
曜
学
校
が
あ

り
、
私
は
長
老
達
の
聖
書
研
究
会

に
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
私
を
日
本

か
ら
来
た
メ
ソ
デ
イ
ス
ト
の
代

表
の
よ
う
に
、
ロ
イ･

ボ
イ
ヤ
ー

ド
牧
師
以
下
教
会
員
全
員
が
温

か
く
迎
え
て
く
れ
た
。 

  

三
週
目
に
呼
ん
で
く
れ
た
朝
食

会
に
七
時
半
に
教
会
に
行
く
と
、

男
性
ば
か
り
で
持
ち
寄
り
の
ア

メ
リ
カ
ン･

ブ
レ
イ
ク
フ
ァ
ス
ト

だ
っ
た
。
本
音
を
話
せ
る
雰
囲
気

だ
っ
た
の
で
、
私
は
京
都
府
綾
部

市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
と

パ
レ
ス
テ
イ
ナ
の
中
学
生
を
七

人
づ
つ
招
き
、
平
和
（
シ
ャ
ロ
ー

ム
）
を
考
え
る
時
を
与
え
た
話
を

紹
介
し
た
。 

そ
の
上
で
私
は
、

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
も
中
東
和
平

の
ロ
ウ
ド･

マ
ッ
プ
作
り
に
熱
心

だ
が
、
ほ
ん
と
に
実
現
す
る
た
め

に
は
も
っ
と
パ
レ
ス
テ
イ
ナ
に

も
公
正
で
な
い
と
駄
目
だ
と
発

言
し
た
。
牧
師
達
の
反
応
は
、
実

は
中
東
和
平
こ
そ
自
分
達
が
何

年
も
祈
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
私

の
意
見
に
賛
成
だ
と
言
っ
た
。

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
南
部
メ
ソ

デ
イ
ス
ト
だ
が
、
特
権
階
級
の
Ｗ

Ａ
Ｓ
Ｐ
の
一
員
な
の
で
少
し
原

理
主
義
的
傾
向
の
あ
る
よ
う
だ
。

イ
ラ
ク
へ
の
攻
撃
前
に
メ
ソ
デ

イ
ス
ト
教
会
の
リ
ー
ダ
ー
達
は

止
め
る
よ
う
説
得
し
よ
う
と
し

た
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
が
会
見
を
拒
否

し
た
こ
と
は
朝
日
新
聞
が
報
道

し
て
い
た
。
話
は
イ
ラ
ク
戦
争
に

展
開
し
た
が
、
そ
の
教
会
の
人
々

が
ブ
ッ
シ
ュ
に
対
し
は
っ
き
り

距
離
を
置
い
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
。
来
年
の
大
統
領
選
挙
に

つ
い
て
民
主
党
が
有
力
な
候
補

を
出
せ
ば
、
ブ
ッ
シ
ュ
を
破
る
可

能
性
は
相
当
あ
る
よ
う
に
感
じ

た
。 

  

ワ
シ
ン
ト
ン
に
は
グ
レ
イ
ハ
ウ

ン
ド
の
バ
ス
で
行
っ
た
が
、
隣

の
席
に
座
っ
た
高
校
の
歴
史
の

先
生
（
黒
人
女
性
）
に
岩
倉
使

節
の
話
を
し
た
ら
興
味
を
持
っ

た
の
で
、
コ
ル
カ
ッ
ト
さ
ん
た

ち

が

翻

訳

し

た
“The  

Iw
akura

 
Em

bassy

”
を

読

む
よ
う
に
薦
め
た
。
百
三
十
年

前
の
米
国
の
様
子
を
ビ
ビ
ッ
ト

に
描
写
し
て
お
り
、
米
国
人
に

も
興
味
深
い
内
容
だ
と
話
し

た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
或
る
シ

ン
ク
タ
ン
ク
で
持
参
し
て
い
た

ビ
デ
オ
「
岩
倉
使
節
の
世
界
一

周
米
国
編
」
を
映
そ
う
と
し
た

が
、
時
間
が
な
く
な
り
断
念
し

た
。
そ
こ
で
翌
日
私
の
泊
ま
っ

て
い
た
ホ
テ
ル
で
二
組
の
日
本

人
家
族
に
お
見
せ
し
た
。
一
人

は
ジ
ョ
ン
ホ
プ
キ
ン
グ
大
学
院

に
留
学
し
て
い
る
政
治
の
研
究

者
で
あ
り
、
も
う
一
人
は
ピ
ッ

ツ
バ
ー
グ
か
ら
来
た
三
菱
重
工

の
技
術
者
だ
っ
た
。
彼
等
の
印

象
を
聞
く
と
、
大
変
好
評
で
百

三
十
年
前
の
明
治
の
人
間
が
実

に
堂
々
と
し
て
い
た
の
に
感
心

し
た
。
英
語
版
を
作
っ
て
欧
米

人
に
見
せ
て
今
日
の
問
題
を
話

す
交
流
を
行
う
こ
と
は
素
晴
ら

し
い
と
激
励
を
受
け
た
。
帰
国

後
泉
代
表
に
報
告
し
た
が
、
既

存
の
英
語
版
は
何
れ
編
集
し
直

し
て
作
成
し
た
い
と
の
話
だ
っ

た
。
期
待
し
た
い
。 

 

 

ブッシュ・シャローム・岩倉使節  

米国を旅して 

 

石川直義（会員） 

4,781

4,568

1,149

2,820

1,916

1,010

865

3,412

3,583

4,610

5,623

7,027

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000

保健・医療・福祉

社会教育

まちづくり

学術・文化・芸術・スポーツ

環境保全

災害救援

地域安全

人権・平和

国際協力

男女共同参画社会

子どもの健全育成

ＮＰＯ支援

図表 NPO法人の定款に記載された特定非営利活動の種類(複数回答) 

＊2003年6月30日までに認証を受けた11,899法人の定款から集計 

（内閣府ホームページより） 
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既
案
内
の
関
西
歴
史
ツ
ア
ー
の
東

京
か
ら
の
応
募
者
の
う
ち
既
に
費

用
を
払
い
込
ん
で
い
る
人
は
九
月

二
十
六
日
現
在
二
十
四
名
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
関
西
支
部
の
メ
ン

バ
ー
が
加
わ
る
た
め
、
予
定
し
て

い
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
四
十
五
人

乗
り
の
大
型
に
変
更
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ま
た
、
十
九
日
十
四
時

か
ら
の
京
都
御
所
の
見
学
許
可
や

十
八
日
宿
泊
の
有
馬
温
泉
の
旅
館

が
「
月
光
園
」
と
決
ま
る
な
ど
の

進
展
が
あ
っ
た
。 

  

十
九
日
に
予
定
し
て
い
る
霊
山
歴

史
館
の
「
坂
本
龍
馬
と
岩
倉
具
視

展
」
は
、
岩
倉
具
視
没
後
百
二
十

年
の
記
念
展
と
し
て
企
画
さ
れ
、

岩
倉
の
意
見
書
「
叢
裡
鳴
虫
」
や

米
欧
回
覧
の
際
の
家
信
集
「
萬
里

風
信
」
（
と
も
に
重
要
文
化
財
）

な
ど
の
展
示
が
あ
る
。 

  

詳
し
い
行
程
は
バ
ス
お
よ
び
史
跡

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
と
の

打
ち
合
わ
せ
を
待
つ
こ
と
に
な
る

が
、
固
ま
り
つ
つ
あ
る
概
要
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。 

  

ま
だ
人
数
に
多
少
の
余
裕
が
あ
る

が
、
京
都
御
所
に
確
定
人
数
を
報
告

す
る
都
合
も
あ
り
、
参
加
希
望
の
方

は
至
急
払
込
を
お
願
い
す
る
。
（
問

合
せ
は
事
務
局
ま
で
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆
集
合  

 

十
一
月
十
八
日
（
火
）
正
午 

 

 

新
大
阪
駅
集
合 

◆
行
程 

十
八
日 

 

新
大
阪
～
造
幣
局
泉
布
観
～
適 

 

塾
（
福
沢
諭
吉
、
長
与
専
斎
な
ど 

 

が
学
ん
だ
蘭
学
塾
）
～
大
阪
城
～ 

 

西
宮
神
社
（
六
英
堂
）
～
六
甲
山 

 

～
有
馬
温
泉
（
月
光
園
） 

十
九
日 

 

有
馬
～
京
都
霊
山
歴
史
館
（
「
坂 

 

本
龍
馬
と
岩
倉
具
視
展
」
）
～
二 

 

条
・
三
条
・
四
条
の
維
新
旧
跡
～

（
昼
食
）
～
京
都
御
所
～
二
条
城

（
バ
ス
か
ら
）
～
霊
源
寺
（
岩
倉
家 

 

菩
提
寺
）
～
岩
倉
旧
邸
～
京
都
駅 

◆
費
用 

 

三
万
五
千
円 

（
十
九
日
の
み
参
加
は
六
千
円
）   

  

五
月
初
旬
、
松
前
の
桜
の
時
季
に

合
わ
せ
た
「
ニ
〇
〇
四
年
春
国
内

歴
史
の
旅
」
と
し
て
松
前
・
函

館
・
小
樽
・
札
幌
等
北
海
道
道
南

む
の
は
ニ
・
ガ
・
テ
と
い
う
若
い

会
員
の
方
々
い
ま
せ
ん
か
。
心
配

は
ご
無
用
。
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

作
家
の
水
澤
周
先
生
（
会
員
）
が

毎
回
出
席
さ
れ
て
、
久
米
の
難
解

な
文
章
を
分
り
や
す
く
流
れ
る
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
現
代
語
に
訳
し

て
く
れ
ま
す
。
（
分
ら
な
い
の
に

分
っ
た
ふ
り
を
し
て
い
る
私
も

ホ
ッ
と
安
心
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
） 

 
 
 
 

（
文
）
正
木
孝
虎 

会
員 

 

■
第
六
十
四

回
例
会
報
告 

  

六
月
五
日
に
開

催
。
第
十
四
巻

お
よ
び
第
十
五

巻
「
北
部
巡
覧

ノ
記 

上
・
下
」

の

中

か

ら

ブ

ロ

ー

ド

ウ

ェ

イ
・
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
・
運

河
を
選
ん
で
読

ん
だ
。
久
米
は
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ

の
賑
わ
い
が
印
象
的
だ
っ
た
と
見

え
て
「
世
界
ニ
往
来
ノ
混
雑
ナ

ル
、
此
街
ノ
如
キ
ハ
其
比
ヲ
ミ

ス
」
と
記
し
て
い
る
。
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
内
に
斯
く
も
広
大
な
公

園
を
築
造
す
る
米
国
人
の
構
想
の

壮
大
さ
に
驚
い
て
「
遥
ニ
向
岸
ナ

ル
林
丘
ヲ
望
メ
ハ
、
清
嵐
ヲ
籠
メ

テ
藹
如
ナ
リ
、
深
山
幽
谷
カ
ト
疑

ハ
シ
ム
」
と
述
べ
て
い
る
。 

  
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
経
験
者
の
現

在
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
比
較
し
た

感
想
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
造
園

の
経
緯
に
つ
い
て
鋭
い
指
摘
な
ど

大
い
に
話
が
盛
り
上
が
っ
た
。 

■
第
六
十
五
回
例
会
報
告 

  

七
月
三
日
に
開
催
。
ち
ょ
う
ど
暑

い
時
期
で
も
あ
り
「
納
涼
」
を
兼
ね

て
第
十
五
巻
「
北
部
巡
覧
ノ
記 

中
」
の
「
ナ
イ
ア
ガ
ラ
瀑
布
」
の
と

こ
ろ
を
読
ん
だ
。
使
節
一
行
は
先
ず

「
カ
ナ
ダ
滝
」
、
次
い
で
「
ア
メ
リ

実記を読む会の現況

連絡　クラウンインターチェンジ

info@crown-interchange.com

Tel  03-5469-2090  Fax 03-5469-2093

実記を読む会の現況

連絡　クラウンインターチェンジ

info@crown-interchange.com

Tel  03-5469-2090  Fax 03-5469-2093

松
前
・函
館
・小
樽
・
札
幌 

 

ニ
〇
〇
四
年
歴
史
ツ
ア
ー 

カ
滝
」
を
見
物
し
た
。
両
滝
の
す
ぐ

下
流
に
橋
が
架
か
っ
て
い
て
馬
車

が
通
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
た
。

「
我
一
行
ノ
車
、
七
輛
ヲ
連
ネ
此

橋
ヲ
渡
リ
シ
ニ
、
其
中
腹
ニ
及
フ

ト
キ
橋
細
ニ
シ
テ
峡
深
ク
、
縹
渺

ト
シ
テ
空
ヲ
行
ク
カ
如
ク
橋
身
動

揺
シ
、
衆
ミ
ナ
惴
惴
ト
シ
テ
汗
冷

カ
ナ
リ
」
と
久
米
は
感
想
を
述
べ

て
い
る
。 

  

実
際
に
滝
を
見
物
し
た
こ
と
の

あ
る
会
員
か
ら
滝
の
周
辺
の
風
景

な
ど
に
つ
い
て
種
々
説
明
を
頂
い

た
。 

■
第
六
十
六
回
例
会
報
告 

  

八
月
は
「
夏
休
み
」
と
い
う
こ

と
で
、
九
月
四
日
に
開
催
。
第
十

六
巻
「
北
部
巡
覧
ノ
記 

下
」
の

中
か
ら
ボ
ス
ト
ン
な
ど
を
取
り
上

げ
て
読
ん
だ
。
一
行
が
米
国
滞
在

中
に
最
後
に
訪
ね
た
大
都
市
ボ
ス

ト
ン
で
は
、
南
北
戦
争
の
終
結
に

続
い
て
欧
州
で
の
普
仏
戦
争
も
終

わ
り
、
世
界
に
平
和
が
到
来
し
た

の
を
祝
っ
て
大
音
楽
祭
が
開
催
さ

れ
た
。
会
場
と
な
る
「
大
観
場
」

は
「
五
万
人
ヲ
容
テ
尚
余
地
ア

リ
」
と
久
米
が
記
し
て
い
て
如
何

に
壮
大
な
会
場
で
あ
る
か
が
推
定

さ
れ
る
。
欧
州
か
ら
は
預
幡
シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
が
楽
団
を
率
い
て
登
場

し
、
ワ
ル
ツ
を
演
奏
し
た
の
は
注

目
に
値
す
る
。  

★
若
い
会
員
の
方
々
へ 

  
回
覧
実
記
に
関
心
あ
る
け
ど
漢

字
と
カ
ナ
で
書
か
れ
た
文
章
を
読

「坂本龍馬と岩倉具視展」開催の 

霊山歴史館（京都） 

●
苦
労
と
発
見   

  

『
英
訳
実
記
』

を
読
む
会
は
、

九
月
ま
で
に
既

に
八
回
終
了
し

た
。
や
り
方
と

し
て
は
、
分
担

し
て
英
文
を
音

読
し
、
感
想
を

述
べ
、
関
連
資

料
を
調
査
紹
介

し
た
り
、
英
訳

本
の
注
記
を
翻

訳
し
た
り
、
難
し
い
漢
語
の
英
語
表

現
に
感
心
し
た
り
、
誤
訳
で
な
い
か

と
疑
っ
て
み
た
り
、
自
由
に
意
見
交

換
す
る
よ
う
な
形
で
進
ん
で
い
る
。 

  

平
易
な
表
現
の
英
文
を
た
だ
読

み
下
す
だ
け
な
ら
、
久
米
の
漢
文
調

の
難
解
な
原
文
を
読
む
よ
り
ま
だ

楽
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
種

の
翻
訳
文
を
厳
格
に
読
も
う
と
す

る
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
原
文
に

遡
っ
て
そ
の
正
確
な
理
解
が
必
要

英訳実記を読む会の現況

連絡　岩崎洋三

zaa96087@oak.zero.ad.jp

Tel &Fax  03-3488-0532　

英訳実記を読む会の現況

連絡　岩崎洋三

zaa96087@oak.zero.ad.jp

Tel &Fax  03-3488-0532　

十
一
月
十
八
・
十
九
日 

  
関
西
歴
史
ツ
ア
ー
続
報 
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の
旅
（
五
月
七
日
羽
田
出
発
ベ
ー

ス
）
を
案
内
し
た
と
こ
ろ
一
泊
参

加
者
九
名
、
三
泊
参
加
者
二
十
一

名
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
他
に

十
四
名
が
考
慮
中
で
、
こ
れ
を
合

わ
せ
る
と
松
前
の
旅
館
の
制
約
に

よ
る
四
十
名
の
定
員
を
上
回
っ
て

い
る
。
考
慮
中
の
方
は
事
務
局
か

担
当
（
山
田
、
石
川
）
に
十
月
十

日
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

ま
た
、
札
幌
で
は
ビ
デ
オ
版
「
岩

倉
使
節
の
米
欧
回
覧
」
上
映
と
講

演
の
会
を
企
画
中
で
あ
り
、
決
定

次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 
 
 

国
際
交
流
部
会
（
山
田
・
浅
沼
） 

 
 
 

世
話
人
（
松
前
・
石
川) 

 

■
例
会
報
告 

  

出
席
十
二
名
。 

始
め
に
、
関
西
歴

史
ツ
ア
ー
に
つ

い
て
報
告
。 

  

今
回
遂
に
最
後

の
「
帰
航
日
程
」

に
入
る
。 

 

『
実
記
』
は
レ

セ
ッ
プ
ス
の
苦

労
を
詳
し
く
書

い
て
お
り
、
百
科

辞
典
の
コ
ピ
ー

を
配
っ
て
実
記
の
記
述
と
比
べ
て

も
ら
う
。
最
後
に
、
広
い
広
い
揚
子

江
を
実
見
し
て
日
本
へ
帰
る
。
一

年
半
以
上
も
離
れ
て
い
た
日
本
を

見
て
の
感
動
が
あ
っ
た
と
思
う

が
、
淡
々
と
書
い
て
い
る
の
は
こ

の
本
が
個
人
の
旅
行
記
で
は
な

く
、
公
の
『
米
欧
回
覧
実
記
』
で
あ

る
た
め
か
。 

  

こ
の
「
帰
国
日
程
」
に
つ
い
て
の

西
川
先
生
の
話
を
聞
く
。
田
中
彰

氏
は
維
新
政
府
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

文
明
信
仰
」
、
福
沢
諭
吉
式
の
「
脱

亜
入
欧
」
思
想
の
端
緒
を
こ
こ
で

見
て
い
る
が
、
む
し
ろ
世
話
に

な
っ
た
諸
国
へ
も
送
る
公
式
報
告

と
し
て
は
、
西
欧
諸
国
の
植
民
地

政
策
に
批
判
的
な
口
調
だ
と
見
ら

れ
る
の
が
西
川
先
生
。 

  

今
回
で
『
実
記
』
を
読
む
の
は
一

応
終
わ
り
、
今
後
ど
う
す
る
か
は
、

十
一
月
東
京
か
ら
泉
さ
ん
達
も
見

え
る
の
で
そ
こ
で
も
相
談
し
て
と

い
う
こ
と
で
散
会
。 

 
 
 
 
 

 (

文
）
山
崎
岳
麿 

会
員 

 

関西支部の現況

連絡　山崎 岳麿

Tel&Fax　06-6853-3137

takechan@tcct.zaq.ne.jp

関西支部の現況

連絡　山崎 岳麿

Tel&Fax　06-6853-3137

takechan@tcct.zaq.ne.jp

2003年5月6日の松前城と桜 

（松前市ホームページより） 

  

こ
の
度
、
懸
案
の
ビ
デ
オ
版

「
岩
国
使
節
の
米
欧
回
覧
」
全
三

巻
が
完
成
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
の
原

画
を
も
と
に
し
な
が
ら
も
ビ
デ
オ

の
特
長
を
生
か
し
た
編
集
に
よ

り
、
岩
倉
使
節
の
旅
が
一
層
イ
キ

イ
キ
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

  

制
作
を
終
え
た
足
立
光
正
会
員

に
聞
く
と
、 

『
編
集
作
業
で
一
番
時
間
を
か
け

た
の
は
、
画
面
の
見
苦
し
い
部
分

を
一
枚
一
枚
修
正
す
る
作
業
で
し

た
。
ス
ラ
イ
ド
で
は
許
容
さ
れ
て

い
た
、
本
の
見
開
き
頁
を
撮
影
し

た
画
面
の
真
ん
中
の
影
や
、
色
調

の
不
自
然
さ
、
画
面
の
汚
れ
な
ど

が
、
ビ
デ
オ
で
は
邪
魔
に
な
っ
て

見
る
に
耐
え
な
い
か
ら
で
す
。
こ

の
修
正
に
、
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
と

い
う
画
像
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
一
コ

マ
当
た
り
平
均
一
時
間
ほ
ど
か
け

て
い
ま
す
。
』 

と

そ

の

苦

労

を

語

っ

た
。 

  

従
来
の
ス
ラ
イ
ド
版
は
ト
レ
ー

の
関
係
で
一
巻
八
十
コ
マ
と
い
う

制
約
に
縛
ら
れ
て
い
た
。
ビ
デ
オ

に
は
そ
の
制
限
が
な
い
た
め
に
各

巻
と
も
二
、
三
十
コ
マ
、
新
し
い

画
面
を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
、

内
容
に
奥
行
き
を
感
じ
る
出
来
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
音
声

も
聞
き
易
く
補
正
を
し
て
あ
る
。 

  

一
巻
三
十
分
、
三
巻
で
九
十
分

と
扱
い
や
す
く
見
や
す
く
な
っ
た

ビ
デ
オ
版
「
岩
国
使
節
の
米
欧
回

覧
」
を
、
ス
ラ
イ
ド
版
を
ご
覧
に

な
っ
た
方
に
も
、
改
め
て
楽
し
ん

で
頂
き
た
い
。 

 

ビ
デ
オ
版
「
岩
倉
使
節
の
米
欧
回
覧
」全
三
巻
完
成 

に
な
り
、
原
文
で
は
つ
い
つ
い
読
み

飛
ば
し
勝
ち
な
曖
昧
な
漢
語
の
意

味
ま
で
調
べ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

た
め
に
座
右
に
は
久
米
の
原
本
、
英

訳
本
、
英
和
辞
典
、
漢
和
辞
典
と
四

冊
並
べ
て
見
比
べ
る
作
業
を
強
い

ら
れ
る
。
担
当
に
な
る
と
予
習
は
大

変
で
あ
る
が
勉
強
に
な
る
。 

  

ま
た
英
語
と
な
る
と
や
は
り
逐

語
的
に
丁
寧
に
読
む
の
で
、
原
文
と

翻
訳
文
の
間
の
細
か
い
違
い
や
、
語

彙
の
明
ら
か
な
取
り
違
え
や
、
読
ん

で
筋
が
通
ら
な
い
、
理
屈
か
ら
言
っ

て
お
か
し
い
と
思
う
と
こ
ろ
に
目

が
行
く
こ
と
に
な
る
。
ま
た
久
米
自

身
の
記
述
の
中
に
も
数
字
の
不
適

切
さ
、
地
図
の
方
向
の
間
違
い
な

ど
、
既
に
原
本
の
注
や
、
ま
た
『
英

訳
実
記
』
の
注
で
指
摘
訂
正
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
新
し
い
発

見
も
あ
る
。 

●
『
英
訳
実
記
』
の
優
れ
た
点 

  
優
れ
た
点
は
多
く
の
カ
タ
カ
ナ

表
記
の
人
名
、
地
名
な
ど
の
固
有
名

詞
が
同
定
さ
れ
、
正
し
い
ス
ペ
ル
で

綴
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
原
文
の
理
解
も
助
け
ら

れ
る
。
ま
た
原
本
に
な
い
注
記
が
新

た
に
追
加
さ
れ
て
、
久
米
の
記
述
の

出
典
や
当
時
の
背
景
の
理
解
が
深

ま
る
こ
と
も
、
有
り
難
い
。 

  

ま
た
久
米
の
書
く
漢
語
の
美
辞

麗 

句
が
ど
う
い
う
英
語
で
表
現
さ

れ
て
い
る
か
も
興
味
尽
き
な
い
点

で
あ
る
。
風
景
描
写
な
ど
苦
心
の
名

訳
だ
な
と
感
心
す
る
こ
と
も
あ
る

が
、
久
米
の
名
文
も
翻
訳
す
る
と
意

外
に
平
凡
な
表
現
に
な
っ
て
い
る

の
を
見
て
が
っ
か
り
す
る
こ
と
も

あ
る
。
一
方
で
は
平
易
な
英
語
の

お
陰
で
却
っ
て
原
文
よ
り
意
味
が

理
解
し
易
か
っ
た
り
す
る
。
訳
が

忠
実
過
ぎ
て
説
明
を
加
え
た
よ
う

で
は
、
却
っ
て
回
り
く
ど
く
、
分
か

り
に
難
い
し
、
翻
訳
は
創
作
に
近

い
作
業
で
あ
り
、
自
然
な
言
語
表

現
に
す
る
た
め
に
意
訳
さ
れ
る
の

も
当
然
で
あ
る
。
ま
た
意
識
的
に

訳
さ
な
い
こ
と
も
あ
る
し
、
欠
落

個
所
が
見
つ
か
る
の
も
翻
訳
で
は

ご
く
自
然
な
こ
と
で
は
あ
ろ
う
。 

●
英
訳
実
記
の
意
義 

  

『
英
訳
実
記
』
は
大
変
な
労
作
で

あ
り
、
固
よ
り
日
本
語
で
書
か
れ

た
『
実
記
』
の
内
容
を
広
く
世
界
の

人
に
読
ん
で
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
英
文
を
読
む

場
合
に
重
箱
の
隅
を
突
っ
つ
く
よ

う
な
読
み
方
で
は
意
味
が
な
い
と

は
思
う
。
こ
の
本
が
完
成
品
で
な

く
、
こ
れ
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
漸

次
翻
訳
が
完
全
に
な
る
こ
と
を
監

修
者
も
願
っ
て
い
る
し
、 

細
か
い

議
論
も
そ
の
た
め
の
一
つ
の
プ
ロ

セ
ス
で
あ
ろ
う
。
英
訳
さ
れ
て
『
実

記
』
が
世
界
で
広
く
読
ま
れ
る
道

が
開
け
た
の
は
何
と
言
っ
て
も
意

義
深
い
。
今
後
こ
の
本
が
外
国
の

人
達
に
ど
う
読
ま
れ
る
か
を
知
る

の
も
面
白
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。 

  

関
心
の
あ
る
方
々
は
ぜ
ひ
ご
参

加
下
さ
い
。 

                

（
文
）
小
林
養
丈 

会
員 
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「米欧回覧の会｣ご案内 

趣 旨    この会は「岩倉使節団」に興味をもち、その

記録である｢米欧回覧実記」に関心を抱く

人々の集まりです。 

この大いなる旅と「実記」はまさに「温故知

新」の宝庫と言えましょう。 

この素材を媒体にして歴史をふりかえり現

代の直面する諸問題についても自由に語

りあおうという会です。 

会 員    上の趣旨に賛同する人なら誰でも入会できま

す。 

例 会   年に４回くらい全体例会をもちます。 

分科会   テーマ別にグループ活動をします。映像サロ

ン・勉強会・旅行会・研究会・シンポジウムな

ど。 

機関紙   年に４回程度機関紙を発行し活動報告や会

員の意見発表、情報交換の媒体とします。 

幹 事    会員の中から、代表１名、幹事十数名を選    

び、運営を担当します。 

会 費   年会費5,000円とし、主として通信費及び機関

紙代に充当します。例会・分科会・講演会な

どについては、その都度の会費とします。 

事務局   当面「イズミ・オフィス」に置きます。 

〒192-0063 八王子市元横山町1-14-16 

E-mail:info@iwakura-mission.gr.jp 

TEL:0426-46-3310  

FAX:0426-45-8700 

入会申込 

 氏名･連絡先(自宅或いは勤務先の住所･TEL･

FAX)現職&キャリアを事務局までFAXまたは郵便で

お送りください。なお年会費は郵便振込が便利で

す。 

 00180-2-580729 米欧回覧の会 

＜催し案内＞ 

2003年9月～11月の予定です 

 
 

編
集
後
記 

☆日米交流１５０周年記念シンポジウム 

  日 時：10月25日（土） 13：00～17：00      

  場 所：日本プレスセンター10階ホール 

    ＊首相会見などプレスセンターの事情によ 

    り会場が変更される可能性があります。変 

    更の場合は10月中旬までに別途お知らせし 

    ます。 

  講 師：ドナルド・キーン氏＆松本健一氏 

  司 会：泉三郎氏 
  テーマ：アメリカングローバリゼーションと日本

の 

    アイデンティティ 

☆１１月全体例会 

  日 時：11月８日（土） 13：00～17：00      

  場 所：国際文化会館ホール 

 テーマ：ＮＰＯ化問題を考える 

     また、完成したビデオ版「岩倉使節の米欧 

     回覧」(３巻合計90分）を上映します 

☆実記を読む会 

  日 時：10月２日（木）貨幣について 

     11月６日（木）バイブルについて 

  場 所：南青山クラウンインターチェンジ内サロ

ン 

         電話 03－5469－2090 

☆英訳実記を読む会 

  日 時：10月16日（木）18：30～21：00 

     11月20日（木）18：30～21：00 

  場 所：国際文化会館 セミナー室 

  会 費：１０００円（食事・飲物はでません） 

    世話人 岩崎洋三zaa96087@oak.zero.ad.jp 

☆関西歴史ツアー 

  日 時：11月18日（火）～19日（水） 

◇

ニ
〇
〇
一
年
の
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
際
の
幹
事
会
で
浮
上

し
た
当
会
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
が

再
び
提
起
さ
れ
、
い
よ
い
よ
前

向
き
に
具
体
化
を
検
討
す
る
段

階
に
な
り
ま
す
。 

  

会
員
の
自
主
的
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
な
ど
個
人
の
熱

意
が
基
礎
で
あ
る
こ
と
は
従
来

と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

化
は
社
会
的
な
役
割
り
を
意
識

し
た
組
織
全
体
の
問
題
が
明
ら

か
に
な
り
ま
す
。
全
会
員
が
四
、

五
頁
の
特
集
記
事
を
読
ん
だ
上

で
十
一
月
全
体
例
会
に
参
加

し
、
十
周
年
を
控
え
た
当
会
の

将
来
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。 

◇
既
に
ニ
巡
目
に
入
っ
て
い
る

「
実
記
を
読
む
会
」
に
引
き
続

き
、
こ
の
度
、
関
西
支
部
の
例
会

で
も
『
米
欧
回
覧
実
記
』
が
「
横

浜
ニ
着
船
ス
」
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
十
一
月
に
計
画
さ
れ
て

い
る
関
西
支
部
・
事
務
局
共
催

の
歴
史
ツ
ア
ー
に
は
大
勢
の
東

京
の
会
員
の
応
募
が
あ
り
、
大

い
な
る
交
流
・
交
歓
の
場
と
な

る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
、

関
西
支
部
に
と
っ
て
大
き
な
区

切
り
の
年ﾄ

な
り
ま
す
。 

  

長
年
世
話
役
を
務
め
た
山
崎

さ
ん
を
は
じ
め
、
熱
心
で
楽
し

い
会
合
を
こ
こ
ま
で
維
持
さ
れ

た
関
西
支
部
の
皆
様
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。 

            

（
Ｎ
） 

 

（印刷 e-shop幕張 043-297-7051) 

・・・・ホームページのご案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ◇米欧回覧ニュース第１号からのバックナンバー   ＊皆様のご意見をお聞かせ下さい 

 ◇会の催し・部会活動の速報                                （ホームページ編集に関心のある方歓迎します） 

 ◇＜群像＞岩倉使節団とその周辺（パネル３０枚） 

 ◇インターネットサロン（会議室） など  http://www.iwakura-mission.jp 


